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環境経営レポート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取組期間：令和５年４月～令和６年３月） 

作成日：令和６年５月７日 

 

（学校法人 渕野学園） 

幼保連携型認定こども園 

富士見が丘こども園 
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認証登録範囲 

（全組織・全事業活動） 

・富士見が丘こども園 

・認定こども園における教育・保育の提供 

 

 



 

 

 

☆環境への思い☆ 

      私たち大人には、「次世代の子ども達にこの素晴らしい地球環境を残し、つなぐ」という大きな使 

命があります。 

      便利さを追求するがゆえに破壊されていく「環境」（自然・水・森・食糧、エネルギー、ゴミ等々） 

を「本気で良くしたい」と思う一人ひとりの気持ちが湧き上がってこなければ、この美しい地球を 

子ども達に残すこと、つないでいくことはできないでしょう。 

 

よりよい環境を整えるには、まず、人としての「モラル」がとても重要になってきます。自己中心 

な思考ではなく、他者を思いやる優しさ・気持ち、そして、もっとも大切な「想像力」なくして、 

環境を整えることは難しいことだと思います。 

 

この「エコアクション２１」を通して、環境の中で生かされている事への「気付き」・「感謝」を学ばせ 

ていただきながら、小さなあゆみかもしれませんが、こども園（学校）・家庭・地域が今以上に、し 

っかりと手をつなぎ、協力しながら、素晴らしい環境づくりに邁進してほしいと心より願っています。 

 

 

☆園児・保護者・地域へのメッセージ☆ 

 次世代に生きる子ども達へ・・・・小さくても一緒に考え、取組めることがたくさんあります。すぐ 

に諦めないで、私たちと一緒に、きれいな街、国をつくっていき 

ましょう。 

 保護者のみなさまへ・・・・・・・命をつないでくれる大切なわが子のために、美しい環境をつない 

でいきましょう。 足元の環境を整える努力を惜しまず、わが子 

のために頑張りましょう。 

地域のみなさまへ・・・・・・・・園児や保護者が日々幸せに生活できるのも地域のみなさんの支援 

のおかげです。地域環境の保全に力を合わせ努めていきながら、 

地域が育つ環境つくりをしましょう。 

                       

                                         理事長 渕野 二三世 

 

 

 

 

令和５年度は新型コロナウィルスも５類になり、色々なことが緩和されました。 

その中でもできることは積極的に行ってきました。 

保護者の方も withコロナ生活に協力的になっています。 

私たちのテーマ「子どものことを第１に考える」スタンスは引き続き変えずに取り組んできました。 

時代の変化や保護者のニーズに合わせた生活を考えながら、これからも教師ができること、保護者 

と一緒にできること、地域の人と一緒にできることを引き続き取り組んでいます。 

 

                                 環境管理責任者 中川 沙織 

 

１ 

理事長・園長あいさつ 

 

環境管理責任者あいさつ 

 



 

（学校法人 渕野学園）幼保連携型認定こども園 

富士見が丘こども園の概要 
 

園名及び 

代表者名 

昭和４７年に渕野文男により（学校法人渕野学園）富士見が丘幼稚園として創立し、 

平成２７年４月に（学校法人渕野学園）幼保連携型認定こども園 富士見が丘こども園 

として、運営しています。 令和５年度より富士見が丘こども園に園名を変更。 

理事長・園長 渕野 二三世 

所在地 大分市富士見が丘東２丁目８番６号 

 

園の概要 

昭和５１年４月に開園、大分市の西部、富士見が丘団地内に位置し、園舎からは鶴見岳・

由布岳・高崎山を展望できます。また、園内も四季折々の草花、柿・桑・栗・イチョウな

どの木々があり、季節を味わえる環境です。 

また、地域に根ざした園を目指し、団地内のお年寄りと交流したり、地域のイベントに出

場したり、赤十字活動にも積極的に参加しています。 

現在は、０歳児から就学前の子どもが通園しています。日々の生活の中で様々な遊びや行

事、異年齢交流を通し子ども達は成長しています。 

子どもたちが心豊かな元気な子どもに育つように、安心安全な環境の中で子どもたちのた

めに教育・保育を提供しています。 

教職員数 
理事長・園長１名  副園長１名   保育教諭１０名  助教諭２名  保育補助２名 

預かり担当３名   事務１名    バス運転手２名  用務員１名  看護師 ２名 

 

クラス名 

園児数 

０歳児：あひる組      １歳児：うさぎ組    ２歳児：つくし組    

３歳児：さくら       ４歳児：きく組     ５歳児：うめ組     

インターナショナルクラス：chicksクラス            児童発達支援クラス：たんぽぽ 

全園児数 ９６名 

建学の精神 『心豊かな元気な子ども』の育成 

 

 

 

安心安全 

な環境の 

取り組み 

１．九州初 ISO９００１認証取得 

２．プライバシーマーク取得 

３．青少年赤十字加盟園 

４．大分県第一号認定こども園・未満児受入れ認定 

５．園内の水道水が全てミネラルウォーター 

６．光触媒でコーティング（砂場・プール・送迎バス） 

７．厳選された絵本の読み聞かせは卒園までに 1000 冊の読み聞かせ 

８．平成２５年 耐震工事完了 

９．平成２７年 認可保育園開園 

10．平成２７年 私立幼稚園では全国初エコアクション２１取得 

11．令和５年  児童発達支援事業所たんぽぽ開設 

２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

富士見が丘こども園は、みどり豊かな大分市富士見が丘に位置し、創設者 渕野文男 

の遺訓『誠実・感謝・反省・報恩』を原点として、地域社会とともに『心豊かな元 

気な子ども』の育成に努めています。 

私たちは、人類にとってかけがえのない地球環境を大切にし、人々が安心し暮らし 

ていけるよう、教職員、保護者、園児たちが地域社会と力を合わせて環境保全活動 

に取組んでまいります。 

 

 

私たちは、地球環境への配慮を目的に、環境経営システムを有効に生かし、継続的改善 

を図るために、以下のことを実施していきます。 

 

１．園児に対して子ども達は、環境を通して成長し、その日々の生活の中から、自分 

を取り巻く環境に興味・関心を高め、やさしい行動が自然に身につくよう、環境 

教育を計画的に行います。 

 

２．教職員が中心となって 

（1）電気や石油資源を大切に使います 

（2）水を大切に使います 

（3）ゴミは分別し、リサイクルに取組みます 

（4）環境教育への取り組みを行います 

 

 

３．環境に関係する法令やルールを守ります 

   

教職員は、子ども達とともに「環境経営方針」に沿って取組みをすすめ、保護者の皆さま、 

地域の皆さまに必要な情報を公表し、安心で安全な富士見が丘こども園をともにめざして 

いきます。 

                              平成２７年１０月１日 
                           更新日令和 ６年 ４月１日 

 

                            （学校法人渕野学園） 
                       幼保連携型認定こども園 
                            富士見が丘こども園 

理事長  渕野 二三世  
 

 

３ 

 

環境経営方針



環境経営目標（令和 5～8 年度）更新日６年４月１日 

富士見が丘こども園の環境課題 
 １．二酸化炭素の排出量は、令和 4年度実績を基準値として、毎年 1％削減します。 

 ２．水の使用量は、令和 4年度実績を基準として、毎年 1％削減します。 

 ３．ゴミは分別して、紙類、缶、ビン、ペットボトルの再資源化を図ります。 

 ４．子ども達への環境教育を計画的に行います。 

 ５．子ども園の活動について、地域に情報発信します。 

 ６．地域の皆さまと協力して、園周辺の清掃を定期的に行います。 

 ７．教職員・園児が協力して、四季折々のきれいなお花を育てます。 

上記のほか、購入する材料、資源は、できるだけ環境に優しい製品を優先選択します。 

数値目標（令和 5、6 年度）   【各年度の対象期間は、４月～翌年３月】 

環境経営 

方針の番号 

選択課題 

（単位） 

基準年度 

令和４年度実績 

令和５年度目標 令和６年度目標 

１ 
二酸化炭素排出量削減 

（㎏-CO２） 
34,542 

基準年度比 △1％ 

34,196 

基準年度比 △2% 

33,851 

１－１ 
電気使用量削減 

（ｋＷｈ） 
42,767 

基準年度比 △1％ 

42,339 

基準年度比 △2％ 

41,912 

１－３ 
軽油使用量削減 

（ ℓ ） 
3,124  

基準年度比 △1％ 

3,093 

基準年度比 △2％ 

3,062 

１－４ 
灯油使用量削減 

（ ℓ ） 
1,539 

基準年度比 △1％ 

1,524 

基準年度比 △2％ 

1,508 

１－５ 
都市ガス使用量削減 

（ ㎥ ） 
1,002 

基準年度比 △1％ 

992 

基準年度比 △2％ 

982 

２ 
水使用量削減 

（ ㎥ ） 

1,232 基準年度比 △1％ 

1,220 

基準年度比 △2％ 

1,207 

電力の二酸化炭素排出係数：九州電力 2020年度 調整後排出係数 0.479  

実行管理目標  ※実行状況は管理（記録、関係者で共有、評価、見直し）します 

3 廃棄物分別、再資源化管理。 
管理責任者を決めて確実に対応する 

・紙類・缶・ペットボトルの再資源化に努める 

4 環境教育の計画的実施 環境経営計画に沿って、環境教育を計画的に実施する 

5 園の活動を地域に情報発信 

エコキャップ回収・募金活動・バザー・ベルマーク 

募金活動やバザーなどの協力、地域ボランティア活動に積極的に 

参加する 

6 
地域社会を綺麗にする 

社会貢献活動 
地域の皆さんと協力して、園周辺の 

７ 花壇や畑の手入れ 朝の清掃やミントの会（園芸の会）の活動で実施する 

   ※グリーン購入は、進捗管理対象には含みませんが、継続して取組みます 

４ 



 

私たちの環境経営計画 
 

 

 

 

更新日 令和６年４月１日                    対象期間 令和 5年４月～令和 7年３月 

 

環境目標 

番号 
目標課題 具体的な行動（活動） 頻度 実行管理者 

１ 二酸化炭素排出量削減   中川 

１－１ 電力消費量削減 １.細かな節電を心掛ける 毎日 各担当６名 

 ２.空調は必要な区域や時間を限定する 毎日 

３.エアコンフィルター清掃（毎学期） 学期に 1回 

４.使用しない設備のプラグ抜き、節電設定 毎日 

１－２ 軽油消費量削減 １.園児数が少ない時は運行台数を減らす 状況に応じて 各担当３名 
２.エコドライブと運転方法の実行 毎日 

３.乗車前の点検（タイヤ空気圧など） 毎日 

１－３ 灯油消費量削減 １．細やかな節約を心がける 冬場 各担当１名 

１－４ 都市ガス １．細やかな節約を心がける 状況に応じて 各担当名 

２ 水使用量削減 １.子どもの水の使い方（水道・トイレ）の指導 毎日 各担当４名 
２.夏場のプールの節水を心掛ける 夏場 

３.節水の意識向上に向けて壁面設置 毎日 

３ 廃棄物分別管理 

再資源化 

１.各クラス・園庭ともに決められたゴミ箱に分別して捨てる 

（リサイクル推進） 
毎日 各担当５名 

２.毎週土曜日に契約業者に収集してもらう 週 1回 

３.できるだけ詰めてゴミ袋に入れるなど、ゴミの捨て方の指導 毎日 

４ 環境教育 １.エコキャップ回収は、保護者・子どもに呼びかけ、継続的に実

施 
適時  

各担当１名 

 2.お散歩ゴミ拾いを通して、身近な環境に目を向ける 適時 

３.生活におけるゴミの分別の仕方を教育する 適時 

５ 情報発信 １.地域の公民館に活動ポスターを掲示してもらう 状況に応じて 各担当１名 
２.ポスターをこども園に掲示し、通行人にみてもらえるようにす

る 

状況に応じて 

６ 社会貢献への参加 １.保護者に盲導犬募金、被害者支援センターのバザー、
キワニスバザー、ベルマークなどの案内をし、協賛す
る 

適時 園長 

２.子どもは赤十字・盲導犬育成の募金活動などに参加す
る・協力する 

状況に応じて 

７ 花壇や畑の手入れ １.草花、野菜を育てるうえでの手入れの仕方の教育 状況に応じて 各担当１名 
２.幼稚園舎・保育園舎周辺の自然環境の整備 適時 

 ※事務用品など、園で購入する物品は、環境に優しい製品をできるだけ優先購入します 

 

 

 

５ 

 



  実施体制図 
 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割と権限 
代表者 ・環境経営に関する統括責任者であり、必要な経営資源(人・物・資金)の準備 

・環境管理責任者の任命環境経営方針の策定 
・環境関連法規等のとりまとめ表、遵守状況結果の承認 
・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制、環境経営レポートの承認 
・代表者による全体の評価と見直しの実施 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築・運用・管理に関する責任者・推進委員会の責任者 
・環境経営システムの運用・管理状況を代表者に報告する 
・環境関連法規等のとりまとめ表、遵守状況結果の確認 
・環境経営目標・環境経営計画、実施体制、環境経営レポートの確認 
・緊急事態の想定及び対応策の承認、是正及び予防処置の承認 

事務局 ・環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局 
・環境関連文書、記録の管理、環境経営レポートの作成 
・外部環境コミュニケーションに関する窓口 

エコアクション 
２１推進委員会 

・環境経営目標。環境経営計画の伝達・意見交換 
・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告 

電気担当 ・電気の使用状況の確認及び、状況によっては教職員に呼びかける 

ごみ担当 ・ゴミの捨て方・分別状況の把握・状況に応じて 

水担当 ・水道やトイレの水の流れっぱなしなどがないかの現場把握 
・出来ていないクラスの園児に指導・教師の教育の徹底 

環境学習担当 ・エコ活動の年間計画の設計・実施の呼び掛けや全園児への教育時の進行 
(赤十字活動・エコマザー・省エネ講座・お散歩ゴミ拾いなど) 
・環境経営レポートの作成協力 

情報発信担当 ・エコ活動のねらいや、様子などを保護者や地域に発信する 
(エコ通信など) 

・本活動の目的を教職員にしっかりと伝える 

軽油担当 ・エコ運転(スタート・停止時)を心がけ、燃費削減に努める 
・バスルート作成時にはエコを考えたルートを検討 

集計・評価担当 ・事務情報の集計・現状の評価をし、状況に応じて教職員に周知・徹底する 

６ 

電気担当 

 

 

ごみ担当 

 

水担当 

 
 
 

環境学習担当 

 

 

情報発信担当 

 

 

 

軽油担当 

 

事務局 

 

エコアクション２１推進委員会 

集計・評価 

 

 

  

環境管理責任者 

 

代表者 

理事長・園長 渕野二三世 



環境経営目標・環境経営計画管理表 令和5年度（令和5年4月～令和6年3月） 

 結果： 達成=◎  未達成=✕ 

 電力の二酸化炭素排出係数：0.479 を使用した   

    4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 年度計 

二酸化炭素排出量削減 基準年度 6,622 8,570 7,730 11,619 34,542 

*令和4年度比 

△1% 

目標値 6,556 8,484 7,653 11,503 34,197 

実績 6,237 7,260 7,502 10,145 31,144 

   結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

単位：㎏-CО2 評価 安定してきたと思います。引き続き継続していきます。 

 

電力使用量 

削減 

基準年度 8,118 13,305 8,80 12,544 42,767 

*令和4年度比 

△1% 

目標値 8,037 13,172 8,712 12,419 42,339 

実績 7,390 11,168 8,927 10,690 38,175 

   結果 ◎ ◎ ✕ ◎ ◎ 

単位：kWh 評価 １０月～１２月の使用量が多いのが気になります。年長の部屋の使用

頻度・時間が多いように思いますので、気を付けていきます。 

軽油使用量削減 

*令和4年度比 

△1% 

基準年度 878 654 836 706 3,124 

目標値 869 647 828 699 3,093 

実績 847 562 816 608 2,833 

   結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

単位：ℓ 評価 園児送迎バスの燃料であるが、車両の整備点検の継続と運転担当のエ

コドライブ徹底が、目標達成につながっている。 

灯油使用量削減 

*令和4年度比 

△1% 

基準年度 0 0 267 1,272 1,539 

目標値 0 0 264 1,259 1,524 

実績 0 0 214 1,133 1,347 

結果 ― ― ◎ ◎ ◎ 

単位：ℓ 評価 暖房はエアコンは従、灯油を主エネルギーとして利用している。 

引き続き継続していきます。 

都市ガス使用量削減 

*令和4年度比 

△1％ 

基準年度 217 236 261 288 1,002 

目標値 215 234 258 285 992 

実績 237 213 272 294 1,016 

   結果 ✖ ◎ ✖ ✖ ✖ 

単位：㎥  評価 令和4年度からの給食の園内調理が使用するガスが大きく影響はしてい

ます。基準の見直しも考えていこうと思います。 

水使用量削減 基準年度 276 372 305 279 1,232 

*令和4年度比 

△1% 

目標値 273 368 302 276 1,220 

実績 308 410 305 258 1,281 

   結果 ✖ ✖ △ ◎ ✖ 

単位：㎥ 評価 水遊び、プール用の水をためて使用したり、また、感染症予防の手洗

い・うがいの回数が増えるため、達成はできなかった。 
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環境経営目標・実行管理表 

令和５年度（令和５年４月～令和６年３月） 
結果の記載 ： 達成＝◎  未達成＝×  まあまあ達成＝△ 

実行管理目標の評価は、各期の実績と環境経営計画の実施状況を対象に環境管理責任者事務局で記載し、 

代表者に報告する。その際、年度の目標未達や達成に困難を生じた課題については「問題点」として取 

り上げて、予防・是正処置、再発防止策を講じる 

№ 環境目標  ㋃㋄㋅ 4～6月期計 ㋆㋇㋈ 7～9月期計 ㋉㋊㋋ 10～12月期計 ㋀㋁㋂ 1～3月期計 評価者中川 

 

 

 

３ 

廃棄物削減 
分別管理 

紙･PET リサイクル 

 

 

管理者による実行管理 

 
結果 

ゴミ箱を分別しや

すいようにし、指

導している 

教職員も日々気を

付けて生活してい

る 

子どもへの指導も

定着してきている 

子どもの分別も 

正確に出来てく 

る子どもが増え 

てきた 

 

 

◎ 

 

 
 

評価 
子ども達の分別意

識が高まっている 

随分変化はみられ

ている 

日々の積み重ねの

成果が出つつある 

次年度も新入園児

にもしっかり引き

継ぎたい 
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環境教育推進 
 
 
 
 
 

管理者による実行管理 

 
結果 

園内のゴミ拾いに

も目が向くように

し、九電のエコマ

ザーにきてもら

い、学習した 

エコキャップの話

や水についての話

をし、エコについ

て学習した 

お散歩ごみ拾いを

しながら、ごみの

種類を確認したり

した 

電気、エコキャッ

プ、水、消毒の取

り扱いを大事に話

してきた 

 

 

 

△ 

 
 

 
 

評価 

ゴミ拾いや分熱の仕
方、エコについての
話を外部の方にも依

頼し、子ども達に向
けて取り組んだ 

手洗い・うがいの回
数は多くなってはい
るが、トイレの水の

使い方などできるエ
コには取り組んだ 

子どももたちの意識
は随分変わった。 
おうちの人にもエコ

の話をしていたよう
だ 

電気代がかなりあが
っているので、こま
めに消すなど一人ひ

とりの意識が必要 
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環境情報発信 

 

 

管理者による実行管理 

 
結果 

エコについての保

護者宛て文書を配

布した 

HP やチラシなどで

もエコについて記

載し情報提供した 

活動ポスターを作

成予定ができなか

った 

継続していけるよ

うにしていく 

 

 

△ 

  
 

評価 

エコキャップやベ

ルマークの協力が

増えた 

地域の人が情報を

見て下さり反応が

あったりもした 

回覧板や公民館で

の掲示のお願いが

難しかった 

地域の方にもっと

知ってもらうこと

が課題である 

 

 

６ 

社会貢献 

エコキャップ収集、 

募金、バザー 

 

 

管理者による実行管理 

 
結果 

エコキャップ集

め、ベルマーク回

収は継続している 

各クラスにエコキ

ャップ入れがある

ので、各々で集ま

ってきている 

引き続きできると

きにできることを

行っていく 

継続して発信し、

地域の人の参加も

増えた 

 

 

 

◎ 

 

 

 
評価 

エコキャップ・ベル

マーク収集について

は、子ども・保護者

ともに収集意識があ

り、浸透してきた 

勝負にもこだわるこ

とも大切だが、ペッ

トボトル問題にも目

を向けることにした

ため、無理強いはし

ないようにした 

エコキャップ・ベ

ルマーク集め以外

に何ができるの

か、教職員で様々

なことを試案して

いる 

ベルマークはたく

さん集まっている

が、集計方法が課

題である 

 

 

７ 

花壇、畑の手入れ 

朝掃除やミントの会 

 

 

管理者による実行管理 

 
結果 

ミントの会だけで

なく、整備の維持

ができた 

 

子ども達にも環境

美化について伝え

る必要がある 

保護者の方だけで

なく、卒園児の保

護者にも協力いた

だけるようになっ

た 

新年度に向け、環

境整備を引き続き

おこなっていく 

 

 

 

◎ 
 

 評価 花壇の手入れに力を

入れ、環境美化の意

識が高まってきた 

花壇の手入れに力を

入れ、環境美化の意

識が高まってきた 

 

子ども達の意識も少

しずつだが変わって

きている 

子ども達の意識も少

しずつだが変わって

きている 

 

 
８ 



今後の活動について 
○電気 

   変わらず大きな課題である。特に保育園は生活時間が長い分、電気代は幼稚園より高い。引き続き、節約し 

ていきたい。 

○軽油 

大きく削減できている。アイドリングストップも意識している。削減継続目指して頑張っていきたい。 

○水 

   コロナが５類になり、手洗い・うがいの回数が少し減少、水道代が安くなっている。まだまだできること 

はあるので、ポスターや張り紙効果もある。今後も根気強く伝えていきたい。 

  ○廃棄物分別 

   大分定着はしてきたが、今後も一人ひとりが確実に分別していけるようにしていく。 

  ○環境教育推進 

   分別に関しては年齢も影響し、なかなかうまくいかないが、どの年齢でもわかりやすいように表示を変えた。 

   りしてきた。保護者にもプリント等で知らせていくことで、親子でも気をつける家庭がでてきている。 

  ○社会貢献 

   ペットボトルを買うこと自体エコなのか？という疑問からエコキャップ集め競争は中止し、自然な形にした。 

令和５年度からベルマーク回収を行うことにし、できることを増やしている。 

  ○手入れ 

   朝の清掃を通して、自然環境の整備ができている。今後も引き続き行い。子どもたちにも声をかけていきたい。 

＜エコアクション２１＞   富士見が丘こども園 エコ通信   R５．５．１ 

富士見が丘こども園はエコアクション２１の認証を取得しています。 

日々「エコとは？」「エコできそうなことはないか？」と教職員と子どもたちで様々な活動に取り組んでいます。環境問

題が取り沙汰される現代、今年度も私たち一人ひとりに何か出来ることはないか？と考えながら、【エコ】について様々

な取り組みをしていきたいと思っています。 

ご家庭でも【エコ】についてお子さんと取り組んでみませんか！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが“今”できることを！！ 
９ 

①電気 
「コンセントの差しっ放し・電気の点けっ放しを０にしよう」 
保育室とトイレの電機は、ＬＥＤライトを使用しています。トイレの電気は
自動です。コンセントも必ず抜いて帰ります。 
 

②ゴミ 
「分別してゴミを捨てよう」 

 汚れたゴミ、燃えないゴミ、紙の３つに分別し、リサイクルを意識することで、
ゴミの焼却時に発生する二酸化炭素を削減します。ゴミ箱の表示を分かりやすく
して、子ども達と一緒に取り組んでいます。保育園も同様に行っています。 

 
③水 
「節水をしよう」 
水道の蛇口はしっかり閉めてポタポタしていないか？水の量に気をつけるように声
かけています。家庭でも手洗い中・歯磨き中の水は止める等も心がけてみましょ
う。水は限りある資源ということを意識し大切に使っていきたいと思います。 

④環境学習(青少年赤十字の活動にも繋がっています) 
「エコキャップ回収」「ベルマーク」「落ちているゴミに気づきゴミ箱へ」 

エコキャップについては、保護者の皆様の力が必要です。ご協力お願いします。ちなみに、
このエコキャップは、発展途上国の子ども向けに、ワクチンの資金となります。 
令和５年度は１年間で、５３ｋｇ集まりました。１３人分の子どもたちを救うことが出来
ます。お散歩ゴミ拾いを園内外で行っていきます。 



 

各項目の活動内容紹介 
富士見が丘こども園では、平成１３年度にエコ幼稚園に指定され、幼いころから自然にエコの大切さを身に 

つけてもらいながら、保護者にも意識してもらい、地域に根差したこども園を目指してきました。 

 

 

○青少年赤十字加盟 

   赤十字の活動を行いながら、「気づき考え行動できる子どもの育成を図る」をねらいにしています。    

毎年５月に結成式を行い、赤十字大分県支部の方の絵を使用したわかりやすい話を聞きながら今後の実践 

に結び付くように活動しています。 

 

 

 

 

 

 

○避難訓練 

   年に数回不審者訓練・地震訓練・火災訓練などの訓練を通して命を守る 

こと、避難の仕方を学び、年に１回消防署の方にも指導を頂いています。 

 

 

 

  ○エコマザー 

   九州電力の方にきてもらい、ペープサートで分かりやすくエコに 

ついての話をしてもらいました。満３歳児も参加できる内容です。 

   

〇環境教育人形劇 

   令和５年は京芸の方にきていただき、ＳＤＧｓシアターを鑑賞しました。 

わかりやすい内容で子どもたちも引き付けられるように見ていました。 

 

 

 

○平成２４年よりエコキャップ回収（イオン九州株式会社を通じて３つの支援団体に寄付） 

   令和５年度 ５３キロ （１３人分） 

令和４年度 １１５キロ（２８人分） 

令和３年度 １５１キロ（３８人分） 

   令和２年度 １５２キロ（３８人分） 

令和元年度 １９５キロ（４８．５人分） 

     平成３０年度１９８．５キロ（４９．５人分） 

平成２９年度２２８．８キロ（５７．２人分） 

  〇ベルマーク活動も行うことにしています。 

１０ 

 



 

 

○自然にドキドキ 

   年長児は年４回自然に触れる体験活動を実行。自然に詳しい先生に色々なことを教えてもらっています。 

   自然との関わりが少なくなっている子どもたちにとってはとてもよい時間になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  〇花壇の草花の手入れ・食育活動 

   当園では、教師や保護者が園内の草花の手入れをし、環境美化に努めています。園内には様々な木もあり、 

   柿やヤマモモ、桑の実やムベなど季節に食べられるものもたくさんです。 

また、子どもたちも各学年で様々な野菜や花を植え、育てる教育を行っています。 

キュウリやトマト、枝豆やサツマイモなど・・・収穫も楽しみですが、自分たちが育てた野菜は食べられる 

子どももいます。まさに食育です。これからも続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ＳＤＧｓ 

   各部屋に張り出し、ＳＤＧｓを意識できるようにしています。 

   教職員にも保護者にももっと浸透していくとよいと思います。 

 

 

○お散歩ごみ拾い 

   令和５年は園内外のゴミ拾いを行い、園内にはないゴミの存在にも気づくことが 

できました。また、園外のお散歩ゴミ拾いも行い、分別も意識しました。 
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環境関連法令の遵守状況 
    当園に関わる主な法令は、廃棄物処理法・家電リサイクル法・自動車リサイクル法です。一覧表により 

判定した結果、環境関連法規等への違反、関連機関からの指導及び外部からの訴訟・苦情等はありません。 

 

代表者による全体の評価と見直し記録 
評価対象の期間 運用期間（令和５年４月～令和６年３月）の活動 

見直し実施日 令和６年 ５月 ２日（火）１５時～ 場所 園長室 

出席者 代表者 渕野      環境管理責任者 中川  

事務局 髙橋 

 

環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント 

１．環境関連法規等の遵守状況 

  確認結果 

環境関連法規等への違反、関連機関

からの指導および外部からの訴訟、

苦情等はありません。 

法規遵守をしながら、学園の環境整

備を行って下さい。 

２．環境経営目標の達成状況 数値を変更し、達成が難しい分野も

あるが、無理なく維持できる方法を

引き続き考えていきたいです。 

無理なく目標達成ができるように

日々環境について話題になるように

してください。 

３．環境活動計画の実施状況 意識は教師・子どもともに高くなっ

ています。一人ひとりの意識が高ま

るようにしていきたいです。また、

コロナが５類になったことで水道代

は下がってきています。 

環境経営目標は学園全体で向かうも

のです。意識の低い保育園に指導を

行ってください。 

４．問題点の是正・予防の状況 手洗い・うがい・消毒の消費量、冬

場の喚起をしながらのエアコン使用

など、感染症流行時には電気代など

が上がることもありますが、その分

トイレの使い方や、ペーパーレスな

どできるエコには取り組むことはで

きました。 

これまで経験することがなかったコ
ロナにより、多くの環境変化に対応
ができず、経営圧迫にもつながった
が、今後は予防措置に注視して取り
組んでください。 

５．外部からの苦情の有無及び 

  対応結果 

特にありません 特にないことは大変喜ばしいことで
あるが、「万が一」を常に意識に
「きめ細やかさ」を第一に外部との
関係をよくしてください。 

６．環境上の緊急事態の訓練 避難訓練内容は毎年見直していま
す。おかげで年々よい訓練ができて
います。不審者訓練はまだまだ試行
錯誤しながらどうしたら安全に非難
ができるか考えていきたいです。 

あらゆる避難訓練にも的確に対応で
きるためには日々の教職員間のコミ
ュニケーションが重要であることを
心し、業務にあたるようにしてくだ
さい。 

７．その他 特にありません。 

 

見
直
し
の
必
要
性
判

断
と
代
表
者
の
指
示 

①環境経営方針 継続する 

②環境経営目標 継続する 

③環境活動計画 継続する 

④環境経営システム 継続する 

⑤実施体制 継続する 

その他の指示 なし 

 

記録作成日： 令和 6年５月７日 

保管期限 ： ３年間        
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